
平成13年度漁場環境保全推進事業

員毒発生監視調査

柳谷智・三津谷正・木村博聾

試験船「なつどまりJ(演田勝雄・長津司・吹越弘光・逢坂健幸・本堂洋一)

青森県における貝毒発生監視調査は、本県沿岸域のホタテガイ等二枚貝の毒化と毒化原因プランクトン

の出現動向などを詳細に把握して、二枚貝の水産食品としての安全性確保、すなわち「ホタテガイの取扱

い要綱J(平成4年、青森県)に基づく出荷自主規制措置等による安全出荷に役立てることを目的に行っ

ている調査である。ここでは、平成13年中 (2001年1月--12月)に行った調査結果について報告する。な

お、本調査は平成11年度までの貝毒成分・有害プランクトン等モニタリング事業に引き続き、平成12年度

から16年度までの予定で実施しているものである。

調査方法

青森県沿岸域における貝毒発生監視調査の海域区分と調査定点を図 Iに、調査回数や調査内容を表1に

示した。

ホタテガイの貝毒検査は、青森県沿岸域を日本海、津軽海峡西部及び東部、陸奥湾西部及び東部、太平

洋の6海域に区分し、太平洋、日本海を除く 4海域に各1地点の定点を設けてホタテガイ定点調査として

行った。

日本海海域

- ホタテガイ定点調査

. 陸奥湾全湾調査・付着性二枚貝調査
a 潜砂性二枚貝調査

太平洋海域

図1. 2001年の青森県沿岸域における貝毒発生監視調査の海域区分と定点
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表 1 2001年の青森県沿岸域における貝毒発生監視調査の概要

貝毒検査(回数) 環境調査 プランクトン

翻査区分 調査海域 調査 調査対象貝種マウス試験HPlC分析

陸奥湾西部

ホタテガイ陸奥湾東部

定点調査

津軽海峡西部

津軽海峡東部

暖流系海域

定点数 PSP DSP 

養殖ホタテガイ 12 34 

蓑殖ホタナガイ 14 35 

地まきホタテガイ 34 

養殖ホタテガイ

地まきホタテガイ 12 12 

二枚貝 (付着性) 1 ムラサキイガイ 20 

定点調査 寒流系海域

(付着性) 1 ムラサキイガイ 19 19 

(潜砂性) 1 ウバガイ 1 

DSP 

13 

(回数) 調査(回数)

35(5層) 35(5層)

35(6層) 35(6層)

陸奥湾陸奥湾(全域) 6 11 (5....6層)11 (5....6層)

全湾調査

1 .調査回数は2001年1月から12月までの実施回数である。
2.太平洋と日本海におけるホタテガイ定点調査並びに暖流系海域における潜砂性二枚貝定点調査は、それぞれ対象
種の生産がなく調査を実施していない。
3. HPLC分析は下痢性貝毒成分のうちOA、DTX1、DTX3、PTX6、YTXを対象に行った。

陸奥湾西部及び東部海域の2定点では、周年にわたる定期的な養殖貝、地まき貝の貝毒検査のほか、環

境調査並びにプランクトン調査を行った。また、陸奥湾全湾調査として周年、毎月 1回、湾内6地点で環

境調査並びにプランクトン調査を行った。津軽海峡西部では養殖貝、同東部では地まき貝を対象とし、津

軽海峡ではホタテガイの生産が見込まれる時期を中心に貝毒検査のみを行った。

ホタテガイ以外の二枚貝の貝毒検査は、青森県沿岸域を暖流系と寒流系の2海域に区分し、二枚貝定点

調査として行った。二枚貝の種類は付着性、潜砂性に分けて付着性二枚貝としてムラサキイガイ、潜砂性

二枚貝としてウバガイを対象種としたo貝毒検査は周年あるいは生産が見込まれる時期を中心に行った。

貝毒検査はまひ性員毒と下痢性員毒を対象に、社団法人青森県薬剤師会衛生検査センターに依頼して、

いずれもマウス試験法(公定法)により行った。なお、陸奥湾東部海域の養殖ホタテガイの下痢性貝毒に

ついては、高速液体クロマトグラフィー (HPLC)による員毒成分の分析も行った。 HPLC分析に当たって

は、現時点で常法とされる分析法に従い、分析に必要な標準毒は水産庁の有害藻類等対策検討支援事業に

より社団法人日本水産資源保護協会から配付されたものを用いた。

環境調査とプランクトン調査は、陸奥湾のホタテガイ定点調査の場合には貝毒検査の試料採取と同時に

同地点において水温、塩分を測定し、採水プランクトンとしてAlexandrium属、 Dinophysis属などの渦鞭毛

藻を検鏡、計数した。これらの調査方法は過去の同様調査と全く同じ方法を用いた。ょ・って詳しくは「平

成6年度赤潮貝毒監視事業報告書(赤潮・貝毒調査)J(1995年、青森県)等を参照されたい。

結果及び考察

2001年1月-12月における調査結果は、付表1-付表4に示した。

青森県沿岸域におけるホタテガイ等の毒化状況などは以下のとおりであった。
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1 陸奥湾における水温、塩分の推移並びに下痢性貝毒原因プランクトンの出現動向とホタテガイの毒化

状況

(1 )水温、塩分の推移

西部及び東部海域の2定点の水温、塩分の推移を図2-1、2-2に示した。両国には陸奥湾にお

ける主たる員毒原因プランクトンであるDinophysisfortiiの出現密度とマウス試験による毒力の推移も

あわせて示した。両調査地点における水温と塩分の最低値と最高値は表2に示したとおりで、水温は

昨年より、低めに推移した。

表2 2001年の西部及び東部海域定点における水温と塩分の最低~最高の範囲

観測膚
西部海域(野内沖、水深32m)

水温 (OC) 塩分

東部海域(野辺地沖、 35m)

水温 (oC) 塩分

表面(Om) 3.5 (3月)-22.8 (7月) 17.526 (5月)-33.981 (6月) 3.2 (2月)-22.0 (7月)• 32.154 (4月)-33.865(3月)

中層(20m) 4.0 (2月)-22.0 (9月) 33; 054 (7月)-33.869 (3月) 3.2 (2月)-20.9 (9月) 32.780 (9月)-33.860 (3月)

底層 4.2(2月)-21.0(9月) 33.291 (7月)-33.900 (9月)3.2 (2月)-20.5 (9月) 33.040 (11月)-33.858 (3月)

底層の観測水深は海底上2m、水温と塩分の( )内はそれぞれの観測値の出現月を示す

全湾調査の結果から水温、塩分の平年差の推移をみてみると(平年値は新漁業管理制度推進情報提

供事業 浅海定線調査による'72-'00年の観測平均)、水温は 1月は平年並、 3月-6月はほぼ平年

並、 7月にやや高めとなった後、 8月-10月はかなり低め、 11月はやや低め、 12月はやや低め~かな

り低めで推移した。塩分は 1月、 3月は平年並、 4月は平年並~やや高め、 5月は調査地点 1-3の

10m以浅でやや低め、調査地点 1-3の40m以深でやや高めの他は概ね平年並、 6月はやや高め、 7

月はやや低め、 8月はほぼ平年並、 9月は20m以浅でやや低め~かなり低め、 30m以深でやや高め~

かなり高め、 10月は平年並~やや高め、 11、12月はほぼ平年並であった。

(2) 下痢性員毒原因プランクトンの出現動向

西部及び東部海域の 2定点の下痢性員毒原因種を含む渦鞭毛藻Dinophysis属の出現種は、 D.fortii、

D.acuminata、D.mitra、D.caudata、D.infundibulus、D.rotundata、D.rudgei、D.norvegica、D.tr伊os、

D.lenticl山の10種であった。なお、まひ性貝毒原因種は観察されなかった。

上記出現種10種のうち、陸奥湾における優占種は毒性が確認されているD.fortii、D.mitra、

D.rotundataの3種と毒化初期の原因容疑種とされているD.acuminataの4種である。これら 4種と近年

比較的濃密な出現傾向が続いているD.lenticulaのあわせて5種の2001年における出現動向を図3に示

した。

西部海域においては、 Djortiiは1月-3月まで5-10cellslL出現した。 4月から増加して、 5月21

日調査時に本年最高の170cellsILに達した。以後、 8月まで10-65cellslLで変動しながら減少し、 9月

中旬以降は出現しなかった。 D.acuminataは1月-3月中旬まで出現しなかった。 3月下旬から増加し、

5月28日調査時に本年最高の40cells/Lに達した。以後減少し、 9月中旬以降は出現しなかった。

D.mitralま1月-6月まで出現しなかった。 7月から増加し、 7月23日調査時に本年最高の80cellsILに

達した。以後減少し、 9月中旬以降は出現しなかった。 D.rotundataは1月-3月まで出現しなかった。

4月-6月には数回5cellslL出現し、 7月-8月までは5-15cells/Lで変動しながら出現した。 8月

13日調査時に本年最高の15cells止に達した。 9月下旬以降、出現しなかった。 D.lenticulaは1月、 2
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月は出現しなかった。 3月から増加し、 3月26日調査時に本年最高の50cells/Lに達した。以後減少し、

5月中旬以降は出現しなかった。

西部海域

D. fortii 

D.acuminata 

D.mitra 

D.rotundata 

D. 7enticu7a 

J F " A " J J 
A s 。 N 

東部海域

D. fortii 

D.acuminata 

D.mitra 

D.rotundata 

D.7enticu7a 

J F " A " J J 
A S . 0 N 

図3 2001年の陸奥湾2定点における下痢性貝毒原因種5種の出現密度の推移

湾内2定点における下痢性貝毒原因種5種について、調査時毎の最高出現密度の年間の

推移を示す。

上段が西部海域定点、下段が東部海域定点である。単位はcells/L。

D 

D 

東部海域においては、 D.fortiiは1月-3月まで5-10cells/L出現した。 4月から増加し、 8月27日

調査時に本年最高の120cells/Lに達した。、以後、減少し、数回 5-35cells/L出現した。 D.acuminataは

1月-3月中旬まで出現しなかった。 3月下旬から増加し、 5月28日調査時に本年最高の370cells/L

に達した。以後減少し、 11月以降出現しなかった。 D.mitralま1月-6月まで出現しなかった。 7月か

ら増加し、 7月23日調査時に本年最高の115cells/Lに達した。以後減少し、 9月中旬以降は出現しな

かった。 D.rotundataは1月-7月まで数回5cells/L出現した。 8月27日調査時に本年最高の25cells/Lに

達した。以後減少し、 10月以降は出現しなかった。 D.lenticulaは1月-2月まで出現しなかった。 3

月から増加し、 3月26日調査時に本年最高の30cells/Lに達した。以後減少し、 6月中旬以降は出現し
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湾内2定点の調査結果から、定点毎に月間のD.fo吋ii最高出現密度と養殖ホタテガイ中腸腺のマウス試験による下痢性貝毒

の最高毒力を抜き出し、その季節変化と経年変動として示す。上段が西部海域定点、下段が東部海域定点である。なお、

1 -2月及び10-12月の期間については出現密度、毒力ともに値が入っていない。

なかった。

西部及び東部海域ともに昨年より 5種の出現頻度は少なく、最高出現密度も低かった。

西部及び東部海域2定点の調査結果から、 1981年以降におけるD.fortii出現密度と養殖ホタテガイ中

腸腺の毒力の推移を図4に示した。 1981-1990年には毎年、年間最高出現密度が1OOOcells/Lを越えて

いるが、 1991年以降、年間最高出現密度が1ωOcells/Lを越えたのは1995年の西湾定点、 1996年の東湾

定点のみで、陸奥湾では1990年代からの低出現傾向がなお続いていると思われた。

次に、陸奥湾全湾調査のプランクトン調査結果から、 2001年1月-12月における月毎のD.fortiiの湾

内水平分布の推移を図5に示した。 D.fortiiは1月、 3月は 1月の調査地点5でlOcells/L出現したのみ

4月には調査地点I、2、5、6で10-30cells/L出現した。以後、 6月まで増加し、 6月は50

-280cellsιの範囲で湾全域に出現した。以後、減少し、 9月以降は出現しなかった。全湾調査の結果

でも昨年よりD.fortiiの出現頻度が少なく、最高出現密度も低かった。

1981年以降の陸奥湾2定点におけるD.fortii出現密度と養殖ホタテガイの下痢性貝毒毒力の推移
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----
図5 2001年の陸奥湾におけるD.fortiiの出現分布の推移

毎月 1自の陸奥湾全湾調査結果から、湾内6定点それぞれ5
-6膚のうち最も多く出現した層の出現密度を抜き出し、月
毎の湾内水平分布として示す。単位はcells/L。
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(3) ホタテガイの毒化状況

1 ) 下痢性貝毒による毒力の推移

2001年のホタテガイの毒化状況を前出の図 2-1と2-2に示した。また、 1978年以降における

養殖ホタテガイの出荷規制状況を図6に示した。

2001 
2000 
1999 
1998 
1997 
1996 
1995 
1994 
1993 
1992 
1991 
1990 
1989 
1988 
1987 
1986 
1985 
1984 
1983 
1982 
1981 
1980 
1979 
1978 

I I 1 1 1 1 1 I--I--r-I 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

図6 1978年以降における陸奥湾海域産養殖ホタテガイの出荷規制状況

各年次の出荷自主規制開始日から解除日までの期間を黒帯線で示す。 1997年と

1998年の両年は出荷自主規制が断続的に複数回行われている。 1999年は西部海域

の規制開始から東部海域の規制解除日までの期聞を示している。また、 2000年は
前後2困の西部海域の規制期間を示す。

西部海域の養殖ホタテガイは6月13日調査時の野内定点で0.64-1.30MU/g(中腸腺)の毒力が検

出されて毒化が確認された。以後、 6月18日調査時の野内定点、 7月9日調査時の稲生臨時調査地

点で毒化が確認された。 2001年の出荷自主規制期間は 6月15日-8月2日 (48日間)、期間中の最

高毒力は0.64-1.30MU/g (中腸腺、 6月13日調査時の野内定点)であった。

東部海域の養殖ホタテガイ、地まきホタテガイは年聞を通して全く毒力が検出されず、毒化は確

認されなかった。

2001年の養殖ホタテガイの毒化は上述のように最高毒力が0.64-1.30MU/g(中腸腺、可食部で

0.05-0.10MU/g)にとどまり、前述した図4の1981年以降の2定点における養殖ホタテガイの毒力

の推移にみられるように1990年代からの低毒化傾向がなお続いていると思われた。出荷自主規制は

図6にみられるように開始が遅く、解除が早めで、陸奥湾全域を 1生産海域とした場合の規制日数

は48日間と1978年以降最短であった。
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2) 下痢性貝毒成分量の推移

2001年における下痢性貝毒成分のHPLC分析は東部海域の養殖ホタテガイについてオカダ酸 (OA)

とジノフィシストキシン-1(DTX-1)、ジノフィシストキシンー3(DTX-3)、ペクテノトキシン-6

(円X・6)、イェソトキシン (YTX)を対象に分析した。 5月28日から 8月20日まで毎週1回採取し

た13試料を分析した結果を表3に示した。 OA、DTX-1、DTX-3、YTXは全ての試料で検出きれな

いか徴量検出であったoPTX・6は6月18日に0.8μg/g、6月25日に5.2j1g/g、7月3日に6.9μg/g検出

された。

表3には上記の貝毒毒成分含量を比毒性値を用いてマウス毒性に換算した値とマウス試験による

毒力を示した。 2001年はマウス試験による毒力が全く検出されていないことから、 HPLC分析の結

果もこれを反映したものとみられる。

表3 2001年における陸奥湾東部海域養殖ホタテガイの下痢性貝毒成分のHPLC分析結果

毒成分含量(μ9/9) マウス毒性 マウス試験

採取年月日 分析部位 OA DTX1 DTX3 PTX6 YTX 換算値(削/9) 毒力(MU/9 ) 
2001/05/28 中腸腺 ND ND ND 欠測 TR <0.68 

2001/06/05 (以下同じ) ND ND ND ND TR <0.63 

2001/06/11 ND ND ND 欠測 TR <0.66 

2001/06/18 TR ND ND 0.8 TR 0.08 <0.65 

2001/06/25 ND ND ND 5.2 TR 0.52 <0.67 

2001/07/03 ND ND ND 6.9 TR 0.69 く0.68

2001/07/09 ND TR ND ND TR <0.65 

2001/07/16 ND ND ND ND TR <0.68 

2001/07/23 ND ND ND ND TR <0.67 

2001/07/30 ND ND ND ND TR <0.79 

2001/08/06 ND ND ND ND TR <0.75 

2001/08/14 ND ND ND ND TR <0.72 

2001/08/20 ND ND ND ND TR <0.77 

(注)N 0 : not detected 
TR : Trace， less than 0.1μg/g 

3) まひ性員毒による毒力の推移

まひ性貝毒についてはマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化は確認されなかった。

2 津軽海峡におけるホタテガイの毒化状況

2001年の津軽海峡西部海域の養殖ホタテガイ並びに同東部海域の地まきホタテガイはまひ性員毒、下

痢性貝毒ともにマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化は確認されなかった。

3 暖流系海域及び寒流系海域におけるホタテガイ以外の二枚貝の毒化状況

2001年の暖流系海域(日本海、津軽海峡西部、陸奥湾)並びに寒流系海域(津軽海峡東部、太平洋)

におけるホタテガイ以外の二枚貝については、まひ性貝毒は付着性、潜砂性の全対象種でマウス試験に

よる毒力が全く検出されず、毒化は確認されなかった。下痢性貝毒は暖流系海域の付着性二枚貝に毒化

が認められた。 5月7日調査時に0.38-0.75MU/g(中腸腺)の毒力が検出され、 7月9日調査時まで出
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荷自主規制値を越える毒化が確認された。出荷自主規制期間は139日間 (5月11日-9月27日)、毒化期

間中の最高毒力は1.ω-2.30MU/g(中腸腺、可食部で0.20-0.30MU/g)であった。

要.約

1 青森県沿岸域におけるホタテガイ等二枚貝の毒化を監視するため2001年1月-12月の問、定期的また

は生産時期を中心にホタテガイ定点調査、二枚貝定点調査、陸奥湾全湾調査を実施し、貝毒検査、環境

調査、プランクトン調査を行った。

2 2001年の陸奥湾においては、まひ性員毒は原因プランクトンの出現が認められず、またマウス試験に

よる毒力も検出されず、過去同様に毒化は確認されなかった。

3 2001年の陸奥湾においては、下痢性貝毒は西部海域の養殖ホタテガイに毒化が確認され毒化期間は6

月13日-7月9日、最高毒力は0.64-1.30MU/g(中腸腺)、毒化による出荷自主規制期間は6月15日~

8月2日、規制日数は48日間であった。東部海域の養殖、地まきホタテガイには毒化は確認されなかっ

た。また、主たる下痢性貝毒原因プランクトンであるD.fortiiの最高出現密度は170cellsILであった。養

殖ホタテガイの毒化期間と毒力、原因プランクトンの出現密度ともに近年の低毒化、低出現傾向が続い

た。

4 2001年の東部海域の養殖ホタテガイについて下痢性員毒成分のうちOA、DTX噂1、DTX・3、PTX・6、

YTXを対象にHPLC分析したところ数試料でPTX・6が0.1pg以上検出された。

5 2001年の津軽海峡西部海域の養殖ホタテガイ並びに同東部海域の地まきホタテガイはまひ性貝毒、下

痢性貝毒のいずれも毒化は確認されなかった。

6 2001年におけるホタテガイ以外の二枚貝については、まひ性貝毒は暖流系海域、寒流系海域ともに、

付着性、潜砂性の全対象種で毒化は確認されなかった。下痢性貝毒は暖流系海域付着性二枚員(ムラサ

キイガイ)のみに毒化が確認された。毒化期間は5月7日-7月9日、最高毒力は1.60-2.30MU/g(中

腸腺)、出荷自主規制期間は5月11日-9月27日、規制日数は139日間であった。
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付 表

この付表には、 2001年1月-12月に行った調査結果をとりまとめ、次のような表にして示した。

付表1 青森県沿岸域の貝毒調査結果(マウス試験及ぴ貝毒成分HPLC分析結果)

付表2-1 陸奥湾西部海域(西湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

付表2ー2 陸奥湾東部海域(東湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

付表2ー3 陸奥湾全湾海域の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果
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なお、採水プランクトン調査結果の渦鞭毛藻類の種名については、次のように略記した。また、表中に

はP.compressumの欄も設けてあるが、同種については計数していないため全て空白とした。

血盟血盟属

旦血盟h担盆属

ProrocentrumJil. 

M四 a叫血m 属

Protoveridinium属

Gvmnodinium属

C.a 

D.f 

D.c 

D.rg 

D.I 

P.C 

A.c 

P.C 

G.C 

C. arietinum 

D.f'ortii 

D. caudata 

D.mdgri 

D~ lenticula 

P. compressum 

A. catenella 

.e...ζonicum 

s.ggg盟盤E

C.b C. boehmii C.f c.色主us

D.a D. acuminata D.m D. mitra 

D.i D. in血ndibulus D.rd D. rotundata 

D.n D. norvegica D. t D. tripos 

P.m P. micans 

A.t A. tamarense 

P.d P. depressum 

また、過去の陸奥湾における下痢性員毒によるホタテガイの毒化状況などを整理して、次のような表に

して示した。

付表3ー1 1980年以降の陸奥清西部海域(西湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒

化状況とD.fortiiの出現動向

付表3-2 1980年以降の陸奥清東部海域(束湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性員毒による毒

化状況とDJortiiの出現動向

付表4 1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの下痢性貝毒による出荷規制状況
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付表 1 青森県沿岸域の貝毒調査結果
(マウス試験及び貝毒成分HPlC分析結果) (1/5) 

マウス寵意 貝毒震分 HP L C分 1斤
海域 鯛査地点 員の種類 採取月日 検査月日 まひ性毒カ(MU/9) 下痢性毒カ(附/9) まひ性貝毒成分 下痢性貝毒成分 (μ9/9)

中腸腺 可食部 中腸腕 可食部 (非分析) 分析部位 OA DTXl DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

陸奥湾西部 野内 ホタテガイ(養殖) 01/01/09 01/01/15 <1. 75 <0.69 <0.05 
01/02/16 01/02/19 <1. 75 <0.77 <0.05 
01/03/07 01/03/09 <0.47 <0.05 
01/03/12 01/03/15 <1. 75 <0.47 <0.05 
01/03/22 01/03/24 <0.43 <0.05 
01/03/26 01/03/29 <0.45 <0.05 
01/04/02 01/04/05 <0.44 <0.05 
01/04/09 01/04/12 <1. 75 <0.44 <0.05 
01/04/16 01/04/19 <0.44 <0.05 
01/04/23 01/04/26 <0.51 <0.05 
01/05/07 01/05/11 <1.75 <0.58 <0.05 
01/05/14 01/05/17 <0.61 <0.05 
01/05/21 01/05/24 <0.52 <0.05 
01/05/28 01/05/31 <0.66 <0.05 
01/06/05 01/06/07 <0.57 <0.05 
01/06/13 01/06/14 <1.75 0.64~1. 30 0.05~0.10 

01/06/18 01/06/21 0.64~1.30 0.05~0.10 

。(0、 01/06/25 01/06/28 <0.68 <0.05 
01/07/02 01/07/05 <0.69 <0.05 
01/07/09 01/07/12 <1. 75 <0.65 <0.05 
01/07/16 01/07/19 <0.62 <0.05 
01/07/23 01/07/26 <0.68 <0.05 
01/07/30 01/08/02 <0.75 <0.05 
01/08/06 01/08/09 <0.75 <0.05 
01/08/13 01/08/16 <1. 75 <0.93 <0.05 
01/08/20 01/08/23 <0.67 <0.05 
01/08/27 01/08/30 <0.68 <0.05 
01/09/03 01/09/06 <0.76 <0.05 
01/09/10 01/09/14 <1.75 <0.82 <0.05 
01/09/17 01/09/20 <0.89 <0.05 
01/09/25 01/09/27 <0.91 <0.05 
01/10/15 01/10/18 <1. 75 <0.85 <0.05 
01/11/05 01/11/15 <1. 75 <0.78 <0.05 
01/12/10 01/12/13 <1. 75 <0.86 <0.05 

陸奥湾西部 蚕函 ホタテガイ(養殖) 01/06/18 01/06/21 <0.68 <0.05 
01/06/25 01/06/28 <0.66 <0.05 
01/07/02 01/07/05 <0.65 <0.05 
01/07/09 01/07/12 <0.64 <0.05 
01/07/16 01/07/19 <0.68 <0.05 
01/07/23 01/07/26 <0.68 <0.05 
01/07/30 01/08/02 <0.76 <0.05 



(2/5) 
マウス試験 貝毒成分 HP l C分析

海域 調査地点 貝の種類 採取月日 検査月日 まひ性毒カ(MU/g) 下痢性毒力(MU/g) まひ性貝毒成分 下痢性貝毒成分 (μ9/9)
中腸腺 可食部 中腸線 可食部 (非分析) 分析部位 OA DTX1 DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

陸奥湾西部 浦田 ホタテガイ(養殖) 01/06/19 01/06/21 <0.56 <0.05 

陸奥湾西部 稲生 ホタァガイ(養殖) 01/06/19 01/06/21 <0.57 <0.05 
01/06/25 01/06/28 <0.64 <0.05 
01/07/02 01/07/05 <0.64 <0.05 
01/07/09 01/07/12 0.55-1.1 0.05-0.1 
01/07/16 01/07/19 <0.53 <0.05 
01/07/23 01/07/26 <0.62 <0.05 
01/07/30 01/08/02 <0.57 <0.05 

陸奥湾東部 野辺地 ホタテガイ(養殖) 01/01/09 01/01/12 <1. 75 <0.05 
01/01/23 01/01/26 <1. 75 <0.05 
01/02/21 01/02/23 <1. 75 <0.05 
01/03/07 01/03/09 <0.05 
01/03/12 01/03/16 <1.75 <0.05 
01/03/22 01/03/24 <0.49 <0.05 
01/03/26 01/03/30 <1.75 <0.05 
01/04/02 01/04/05 <0.43 <0.05 
01/04/09 01/04/12 <1.75 <0.53 <0.05 
01/04/16 01/04/19 <0.48 <0.05 

~ 01/04/25 01/04/26 <0.51 <0.05 
01/05/07 01/05/11 <1. 75 <0.63 <0.05 
01/05/14 01/05/17 <0.67 <0.05 
01/05/21 01/05/24 <0.68 <0.05 
01/05/28 01/05/31 <0.68 <0.05 中腸腺 ND ND ND 欠測 TR 
01/06/05 01/06/07 <0.63 <0.05 ND ND ND ND TR 
01/06/11 01/06/14 <1. 75 <0.66 <0.05 ND ND ND 欠iJIIJ TR 
01/06/18 01/06/21 <0.65 <0.05 TR ND ND 0.8 TR 
01/06/25 01/06/28 <0.67 <0.05 ND ND ND 5.2 TR 
01/07/03 01/07/05 <0.68 <0.05 ND ND ND 6.9 TR 
01/07/09 01/07/12 <1. 75 <0.65 <0.05 ND TR ND ND TR 
01/07/16 01/07/19 <0.68 <0.05 ND ND ND ND TR 
01/07/23 01/07/26 <0.67 <0.05 ND ND ND ND TR 
01/07/30 01/08/02 <0.79 <0.05 ND ND ND ND TR 
01/08/06 01/08/09 <0.75 <0.05 ND ND ND ND TR 
01/08/14 01/08/16 <1. 75 <0.72 <0.05 ND ND ND ND TR 
01/08/20 01/08/23 <0.71 <0.05 ND ND ND ND TR 
01/08/27 01/08/30 <0.74 <0.05 
01/09/03 01/09/06 <0.81 <0.05 ND : not detected 
01/09/10 01/09/14 <1. 75 <0.75 <0.05 TR:Trace.less than 0.1μ9/9 
01/09/17 01/09/20 <0.71 <0.05 
01/09/25 01/09/27 <0.75 <0.05 
01/10/15 01/10/18 <1.75 <0.79 <0.05 
01/11/05 01/11/15 <1.75 <0.76 <0.05 
01/12/21 01/12/25 <1.75 <0.78 <0.05 



(3/5) 
マウス試験 貝需成分 HP L C分析

海域 網査地点 貝の種類 保取月日 検査月日 まひ性毒カ(附/g) 下痢性禽カ(附/g) まひ性貝毒成分 下痢性貝毒成分 {μg/g)
中腸腺 可食邸 中腸腺 可食部 (非分析) 分析卸位 OA DTXl DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

陸奥湾束郡 東田沢 ホタテガイ(養殖) 01/06/19 01/06/21 <0.61 <0.05 
01/06/25 01/06/28 <0.64 <0.05 
01/07/02 01/07/05 <0.60 <0.05 
01/07/09 01/07/12 <0.45 <0.05 
01/07/16 01/07/19 <0.52 <0.05 
01/07/23 01/07/26 <0.54 <0.05 
01/07/30 01/08/02 <0.61 <0.05 

陸奥湾束郡 膏辺繕 ホタデガィ(極まき)--01/01/扇 1/01/15 <0.79 <0.05 
01/02/15 01/02/19 <0.66 <0.05 
01/03/07 01/03/09 <0.62 <0.05 
01/03/12 01/03/15 <0.54 <0.05 
01/03/22 01/03/24 <0.60 <0.05 
01/03/26 01/03/29 <0.51 <0.05 
01/04/02 01/04/05 <0.49 <0.05 
01/04/09 01/04/12 <0.47 <0.05 
01/04/16 01/04/19 <0.45 <0.05 
01/04/25 01/04/26 <0.58 <0.05 

、ドー』 01/05/07 01/05/11 <0.68 <0.05 
01/05/14 01/05/17 <0.72 <0.05 
01/05/21 01/05/24 <0.74 <0.05 
01/05/28 01/05/31 <0.72 <0.05 
01/06/05 01/06/07 <0.71 <0.05 
01/06/11 01/06/14 <0.85 <0.05 
01/06/18 01/06/21 <0.62 <0.05 
01/06/25 01/06/28 <0.68 <0.05 
01/07/03 01/07/05 <0.72 <0.05 
01/07/09 01/07/12 <0.71 <0.05 
01/07/16 01/07/19 <0.70 <0.05 
01/07/23 01/07/27 <0.65 <0.05 
01/07/30 01/08/02 <0.71 <0.05 
01/08/06 01/08/09 <0.85 <0.05 
01/08/14 01/08/16 <0.79 <0.05 
01/08/20 01/08/23 <0.83 <0.05 
01/08/27 01/08/30 <0.81 <0.05 
01/09/03 01/09/06 <0.85 <0.05 
01/09/10 01/09/14 <0.83 <0.05 
01/09/17 01/09/20 <0.91 <0.05 
01/09/25 01/09/27 <0.79 <0.05 
01/10/15 01/10/18 <0.93 <0.05 
01/11/05 01/11/15 <0.86 <0.05 
01/12/21 01/12/25 <0.81 <0.05 



(4/5) 
マウス蹴駿 員毒成分 HPl C分析

海峨 鯛査地点 買の積類 採取月日 検釜月日 まひ性響力(MU/g) 下痢性毒カ(MU/g) まひ性貝毒成分 下痢性貝毒成分 (μg/g)
中胸腺 可食都 中腸腺 可食部 (非分析) 分析部位 OA DTX1 DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

津軽海嘆酉節 今別 ホタテガイ{要殖) 01/07/16 01/07/19 <1.75 <0.69 <0.05 

‘』
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石

野

石

野

石

野

野

一

膏

節歯車峡海経津

暖流系 ムラサキイガイ

01/06/11 01/06/14 <1. 75 <0.75 <0.05 
01/06/18 01/06/21 <1. 75 <0.68 <0.05 
01/06/25 01/06/28 <1.75 <0.62 <0.05 
01/07/02 01/07/05 <1. 75 <0.68 <0.05 
01/07/09 01/07/12 <1. 75 <0.68 <0.05 
01/07/16 01/07/19 <1.75 <0.71 <0.05 
01/07/24 01/07/26 <1. 75 <0.81 <0.05 
01/07/30 01/08/02 <1. 75 <0.77 <0.05 
01/08/07 01/08/09 <1. 75 <0.76 <0.05 
01/08/13 01/08/16 <1. 75 <0.82 <0.05 
01/08/20 01/08/23 <1. 75 <0.79 <0.05 
01/11/19 01/11/22 <1. 75 <0.83 <0.05 

01/01/09 01/01/15 <0.72 <0.05 
01/02/16 01/02/19 <0.71 <0.05 
01/03/07 01/03/09 <0.38 <0.05 
01/03/12 01/03/15 <0.38 <0.05 
01/03/22 01/03/24 <0.34 <0.05 
01/03/26 01/03/29 <0.29 <0.05 
01/04/02 01/04/05 <0.33 <0.05 
01/04/09 01/04/12 <0.32 <0.05 
01/04/16 01/04/19 <0.28 <0.05 
01/04/23 01/04/26 <0.33 <0.05 
01/05/07 01/05/11 0.38-0.75 0.05-0.1 
01/06/13 01/06/15 1.60-2.3 0.20-0.30 
01/07/09 01/07/12 0.41-0.81 0.05-0.1 
01/08/13 01/08/16 <0.46 <0.05 
01/09/10 01/09/14 <0.50 <0.05 
01/09/17 01/09/20 <0.53 <0.05 
01/09/25 01/09/27 <0.60 <0.05 
01/10/15 01/10/18 <0.54 <0.05 
01/11/05 01/11/15 <0.60 <0.05 
01/12/10 01/12/13 <0.76 <0.05 



(5/5) 
マウス試譲 貝毒成分 HP L C分析

海域 調査地点 貝の種類 採取月日 検査月日 まひ性毒カ(MU/g) 下痢性毒カ(MU/g) まひ性貝毒成分 下痢性貝毒成分 (μg/g}

中腸腺 可食部 中腸腺 可食部 (非分析) 分析部位 OA DTXl DTX3 PTX2 PTX6 YTX 
事流系 関恨浜 ムフサキイガイ 01/01/16 01/01/18 <1.75 <0.05 

01/02/13 01/02/16 <1.75 <0.05 
01/03/12 01/03/15 <1. 75 <0.05 
01/04/16 01/04/19 <1. 75 <0.05 
01/05/07 01/05/11 <1. 75 <0.05 
01/06/04 01/06/07 <1.75 <0.05 
01/06/11 01/06/14 <1. 75 <0.05 
01/06/18 01/06/21 <1. 75 <0.05 
01/06/25 01/06/28 <1. 75 <0.05 
01/07/02 01/07/05 <1.75 <0.05 
01/07/09 01/07/12 <1. 75 <0.05 

~ 01/07/16 01/07/19 <1.75 <0.05 。1/07/23 01/07/26 <1. 75 <0.05 
01/07/30 01/08/02 <1. 75 <0.05 
01/08/07 01/08/09 <1. 75 <0.05 
01/09/10 01/09/14 <1.75 <0.05 
01/10/15 01/10/18 <1.75 <0.05 
01/11/19 01/11/22 <1. 75 <0.05 
01/12/10 01/12/13 <1. 75 <0.05 

寒流系 =5.尺 ウバガイ 01/01/15 01/01/18 <1.75 <0.05 



付表2ー1 陸奥湾西部海域(西湾定点)の気象海象観測結果及びブランクトン調査結果
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(2/4) 

気象海象観測結果 プランクトン(渦鞭毛藻類)照査結果 (出現密度 cells/L)

海域 調査地点 水深 年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温担分 Cerat;ulII属 O;nophys;s属 Proro- A lexand-Prot冶per'-:-GYlIIIlod;- O;nophys;s属
(柵) 風力 (m) 水深(・C) 伺 ntrum属 r;楓属 d;n;凶幅削UII属 (分割細胞}

(m) C.8 C.b C. f O. f 0.8 0.111 O.C 0.; O.rd O. rg O.n O. t 0.1 P目C P.III A.c A.t P.C P.d G.c O.f 0.8 O.聞 D.c
陸奥湾西部 野内 32 2001/5ハ 8:25 bc 7 SE4 8.0 4 0 10.0 33.110 20 15 

""1 
U司

5 10.0 33.116 5 
10 9.7 33.510 
20 9.5 33.549 
3ゆ 9.333.582 35 

2001/517 10.0 0 10.4 17.526 
5 10.8 33.093 
10 9.8 33.442 5 
2畑 9.533.507 15 
3唱 9.233.573 

2001/5/14 11.0 0 10.5 31.377 
5 10.8 33.141 
10 10.5 33.218 10 
20 9.8 33.546 
3唱 9.533.818 

2001/5/21・ 9.0 0 13.5 31.831 
5 12.2 33.220 
10 12.0 33.255 
20 10.0 33.397 20 
3o 10.0 33.683 15 

2001/5/28 13.0 0 13.6 32.663 
5 13.0 33.137 
10 12.4 33目401
20 11.8 33.452 
3o 11.5 33.536 

2001/6/5 13.0 0 14.3 31.947 
5 14.4 33.434 
10 14.0 33.441 
20 13.8 33.524 
3o 12.2 33.692 5 

2001/6/13 16.0 0 14.2 33.419 
5 14目233.418 
10 14.0 33.434 
20 14.0 33.551 
3o 13.0 33.670 

2001/6/18 bc S 8.0 0 16.5 31.981 
5 16.0 33.151 
10 15.0 33.290 
20 13.5 33.517 5 
3o 12.5 33.597 15 

2001/6/25 bc SE 12.0 0 16.8 32.860 
5 16.5 33.136 
10 15.2 33.156 
20 13.8 33.481 
3o 13.5 33.587 

2001/712 6・00 bc SE 9.0 0 18.1 33.084 
5 18.1 33.102 
10 17.8 33.319 
20 15.4 33.454 
30 14.5 33.521 

10 10 
5 15 15 10 

10 45 45 5 
500 100 15 

20 5 
25 15 10 
160 55 20 
5 5 5 
55 
190 20 
15 160 35 20 
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245 ' 10 
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5 110 15 

10 605 170 30 
205 40 
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(4/4) 

気象海象観測結果 プランクトン(渦鞭毛蕩類)鍋査結果 (出現密度 cel1s/l)
海埠 調.地点 水深 年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温担分 Ceratium属 Dinophysis属 Proro- A1exand-Proto陣ri- Gymnodi- Dinophysis属

(m) 風力 (m) 水深(・C) centrum属 rium膚 dinium眉 nium贋 (分縦細胞}

(m) C.a C.b C目f D. f 0目aO.m 0目c O.i O.rd D.rg O.n D.t 0.1 P.c P.m A.c A.t P.c P.d G.c O.f O.a O.m D.c 
陸奥湾西部 野内 32 2001/9/17 5:30 bc 5 S1 7.0 0 20.0 29.278 

5 21.4 32.692 25 20 
10 21.4 33.270 25 20 
20 21.0 33.604 10 
3o 20目o33.802 45 35 30 

2001/9/25 6:3唱 bc 2 S1 11.0 0 19.5 32.200 
5 20.5 32.986 15 20 

::l 10 20.5 33.079 60 5 
2020.533.154 55 
3o 20.5 33.900 5 

記副/10/15 6:30 b 0 S1 11.0 0 18.0 33.392 5 5 
5 18.0 33.362 15 5 5 
10 18.2 33.370 5 
20 18.2 33.378 5 5 
3o 18.2 33.378 5 5 5 10 

2001/11/5 7:00 bc 8 S3 9.0 0 16.0 33.286 5 10 
5 16.3 33.376 5 
10 16.5 33.483 
20 16.6 33.542 
3o 16.8 33.594 

2001/12/10 8:50. c 9 S3 13.0 0 11.5 33.647 5 5 
5 11.5 33.641 2畑
10 11.5 33.641 10 
20 11.7 33.635 10 
3o 11.7 33.636 10 10 
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海域

ブランクトン(渦鞭毛藻類)調査結果 (出現密度 cells/l)

D;nophys;s属 Proro- A1exand- Protoper;- Gymnodト D;nophys;s属

centrum属 num属 d;n;咽贋 n;um属 (分裂細胞)

D.rd D.rg D.n D.t D.1 P.c P.m A.c A.t P.c P.d G.c D.f D.a D.m D.c D. ; D.c D.a D.m 

陸奥湾東部海域(東湾定点)の気象海象観測結果及びブランクトン調査結果

D. f 

Cerat;um属

C.b C. f 
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気象海象観測結果

海域 網査地点 水深 年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温担分 Cerat.ium属
(m) 風カ (m) 水深 (.C)

(m) 

瞳異湾景観 野辺地 35 2001/6/25 9:35 bc 7 W3 17.0 5 0 17.0 33.003 
5 16.2 32.997 
10 15.3 33.013 
20 14.3 33.185 
30 12.4 33.356 
33 12.3 33.454 

2001/713 9:35 c 9 NWl 14.0 5 0 18.7 32.423 
5 18.1 32.671 
10 17.8 32.631 
20 15.0 33.098 
30 12.9 33.286 
33 12.6 33.340 

2001/719 9:35 bc 4 NEl 14.0 5 0 21.2 32.534 
5 19.0 32.755 
10 18.5 32.924 
20 17.8 33.131 
30 16.7 33.181 
33 15.4 33.165 

200117/16 9:40 c 10 El 15.0 5 0 22.0 32.462 
5 20.8 32.665 50 
10 19.3 32.969 60 
20 18.0 33.286 45 5 10 
30 17.3 33.380 10 15 
33 17.3 33.451 20 5 

200117/23 9:40 bc 4 SE3 15.0 5 0 21.8 32 目 ~1 5 
5 21.0 32.559 5 25 
10 20.7 32.608 10 20 115 
20 19.1 32.920 25 35 25 5 20 
30 17.6 33.275 35 20 15 10 
33 17.6 33.322 75 35 5 

200117/30 9・39 r 10 N2 14.0 5 0 20.2 32.744 20 10 5 
5 19.2 33.033 25 35 25 5 25 
10 18.5 33.084 25 5 30 5 35 
20 17.2 33.378 5 5 5 30 
30 16.3 33.490 15 30 10 . 15 
33 15.3 33.522 5 5 30 

2001/8/6 9:40 bc 4 SE3 14.0 5 0 21.0 32.546 5 20 50 5 10 
5 20.6 32.585 20 30 30 
10 20.6 32.655 35 55 30 5 5 
20 18.8 33.080 70 60 20 
30 17.5 33.319 10 45 
33 17 .2 33.327 15 70 

2001/8/14 9:33 c 10 SE2 14.0 5 0 20.7 32.667 20 35 30 10 
5 20.6 32.714 15 80 25 
10 20.1 32.847 20 
20 19.4 33.022 5 25 
30 16.9 33.404 15 110 
33 16.8 33.422 5 

2001/8/20 9:38 bc 2 0 17.0 5 0 21.5 32.767 15 5 
5 20.5 32.861 35 45 25 10 
10 20.3 32.904 40 50 25 
20 18.7 33.232 15 40 25 
30 17 . 4 33.350 50 5 20 
33 17.0 33.389 35 10 65 

プランクトン(渦鞭毛藻類)調査結果 (出現密度 cells/L}

Oinophysis属 Proro- A1exand-Protoperi- Gymnodi- Oinophysis属
国 ntrum属 rium属 dinium属 mum属 (分裂細胞)
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付表2-3 陸奥湾全湾海域の気象海象観測結果及びプランクトン開査結果
( 1/6) 

。。
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プランクトン(渦鞭毛簿類)調査結果 (出現If:度 ce11s/L}

Ceratium属 Proro- A1exand- Proto問 ri- Gymnodi- Di問physis属

centrum贋 rium属 dinium属 n1um属 (分裂細胞)
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(4/6) 

気象海象観測結果 プランクトン(渦鞭毛蕩類)調査結果 (出現密度 cells/L)
回次海織 鯛査地点水深 年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温海分 Ceratium属 Dinophysis. Proro- Alexand- Proto同ri- Gymodi- Dinophysis贋

(m) 鳳カ {鋼) 水深 (・C) ceritrum属 rium属 dinium属 n1um属 (分重量細胞)
(m) C.a C.b C.f D.f D.a D.m D.c D.i D.rd D.rg D.n D.t D.l P.C P.m A.c A.t P.c P.d G.c D.f D.a 0目mD.c 

6 陸奥湾全湾 4 47 200117/11 15・25 f 10 El 10.0 5 0 19.20 32.838 40 20 10 
10 18.65 33.060 10 40 100 10 10 
20 18.18 33.103 60 10 40 
30 17.52 33.533 2酒 20 20 10 
40 13.99 33.284 30 20 
45 12.54 33.355 30 40 40 

5 40 2酒0117/11 14:08 f 10 SEl 10.0 5 0 20.70 32.461 20 
10 19.11 32.772 50 
20 17.51 32.924 10 30 
30 15.39 33.138 20 40 30 
38 12.42 33.308 10 50 

6 39 200117/11 16: 19 f 10 正1 11.0 5 0 19.80 32.644 10 10 10 10 
10 19.40 32.767 20 30 10 
20 17.98 32.946 20 10 30 10 
30 16.71 33.501 10 10 
37 15.68 33.634 90 20 

7 隆臭湾全湾 1 47 2001/8/9 19:32 c --- SE3ーー 一曲 o 20.30 33.227 10 20 
10 20.19 33.229 20 20 10 
20 19.51 33.779 20 20 
30 18.19 33.906 70 
4晴 16.12 33.980 
45 15.30 34.020 

2 53 2001/8/9 18:36 c 10 E3 -樽. 事暢 o20.20 33.184 10 30 10 
10 20.42 33.183 10 
20 17.75 33.530 
30 17.32 33.761 150 
40 14.15 33.759 
51 12.88 34.113 10 

3 52 2001/8/9 12:48 c 10 E3 10.0 5 0 18.50 33.195 10 30 60 20 
10 18.6はJ 33.195 30 
20 18.57 33.241 10 10 20 
30 16.93 33.461 20 10 20 
40 14.51 33.536 10 
5o 13.29 33.968 

4 47 2001/8/9 15:02 c 10 SE3 11.0 5 0 20.10 32.814 
10 2酒1唱 32.815
20 20.11 32.821 
30 18.71 33.259 
4唱'15.59 33.43唱
45 13.74 33.594 

ao-oo 
40 90 10 
30 40 10 
10 

5 40 2001/8/9 13:39 c 10 SE3 --- 5 0 19.70 32.905 60 80 20 
10 19.66 32.908 20 50 10 
20 19.43 32.960 40 60 10 
30 19.18 33.053 10 10 100 
38 18.32 33.224 20 10 

10 

6 39 2001/8/9 16・40 c 10 SE3 11.0 5 0 20.00 32.821 60 60 10 10 10 
10 20.06 32.814 50 60 30 20 
20 16.85 33.333 10 20 
30 16.08 33.4唱6
37 14.09 33.506 20 

S 陸奥湾全湾 1 47 2001/9/17 10:46・bc 5 剛1 12.0 5 0 21.20 32.563 20 
10 20.93 33.059 20 
2020.9533.187 60 20 
30 19.98 33.765 
40 17.92 34.093 
45 14.20 34.222 

20 

10 

2 53 2001/9/17 11・34 bc 3 SEl 12.0 5 0 21.30 32.825 30 10 10 
10 20.92 32.823 50 
20 20.61 33.186 20 10 
30 18.96 34.031 
40 17 .12 34.125 10 
51 15.35 34.191 

10 

10 

10 



~ 

気象海象観測結果

回次海域調査地点水深 年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温塩分 Cerat刊 m属
(m) 風力 (m) 水深 ('C)

(m) C.a C.b C.f D.f D.a 
B 隈異湾全湾 3 52 200119/17 13:13 bc 4 Wl 10.0 5 0 22.50 32.508 

10 21.14 33.163 
20 21.11 33.539 
30 19.28 33.934 30 
40 17.30 34.063 
5o 14.42 34.214 

90 20 
20 

喜一 --47 2001/9/17 15:20 恥 8 W2 12.0 5 0 21.50 32.801 10 20 
10 20.78 32.801 60 50 
20 20.76 32.831 90 
30 17.63 33.393 
40 15.92 34.054 
45 15.33 34.176 

5 40 2001/9/17 13:58 bc 3 w2 11.0 5 021.70 32.683 10 
10 20.56 32.687 60 10 
2020.71 32.845 20 20 
3017.23 33.788 
38 16.17 33.972 

6 39 2001/9/17 17:08 bc 8 NW3 11.0 5 0 21.10 32.652 
10 20.71 32.644 130 50 
20 20.27 32.974 10 30 30 
30 17.07 33.711 
37 16.67 33.792 10 

9 腫異湾全湾 1 47 2001/10/15 10・40 b 3 SWl 15.0 5 0 18.20 33.294 20 20 
10 18.06 33.313 30 20 
20 18.03 33.309 10 10 
30 18.04 33.317 20 
40 17.95 33.649 
45 17.30 33.820 

2 53 2001/10/15 11・25 b 3 NW2 14.0 5 0 18.10 33.442 10 
10 17.98 33.426 10 10 10 
20 18.01 33.452 
30 18.21 33.610 
4岨 17.69 33.895 
51 15.67 34.089 

3 52 2001/10/15 12:56 b 4 W2 12.0 5 0 18.30 33.376 10 10 
10 18.14 33.399 
20 18.11 33.431 
30 18.12 33.453 
40 17.74 33.491 
5o 15.89 34 062 

20 10 
20 

10 

喜一一 -----.r2001/10/15 15:13 bC 5 w2 12.0 5 0 18.00 33.160 110 20 --------，0 
10 17.83 33.153 10 30 
2017.82 33.171 10 
30 17.86 33.250 10 
40 17.92 33.312 10 
45 17.53 33.523 

10 
10 

5 40 2001/10115 13・41 b 4 W2 12.0 5 0 18.30 33.288 10 20 
10 17.94 33.273 50 4岨
20 17.86 33.270 20 10 
30 17.79 33.253 
38 16.86 33.841 

6 39 2001/10/15 15:57 c 10 附'2 5 0 17.90 33.146 10 40 
10 17 .84 33.130 70 10 
20 17.75 33.134 20 10 10 
30 17.74 33.173 10 10 
37 17.70 33.193 10 10 

10 種異湾全湾 1 47 2001/11/19 10:51 bc 7 SW2 12.0 5 0 14.40 33.575 10 
10 14.50 33.563 
20 14.50 33.563 
30 14.48 33.561 
40 14.47 33.561 
45 14.49 33.560 

20 10 
10 10 
30 
30 

(5/6) 

プランクトン(渦傾毛藻類)調査結果 (出現密度 cells/L)

D;nophys;s属 Proro- A1exand- Proto同r;- Gynv叫ト 0;nophys;s鷹

centrum属 r;um属 d;n;u楓属 n;u個属 (分製細胞)

D.m D.c 0.; D.rd D.rg O.n O.t 0.1 P.c P.m A.c A.t P.c P.d G.c D.f D.a D.m D.c 

10 

10 

20 
10 

10 
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付表3ー 1 1980年以降の陸奥湾西部海域(西湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒化状況とD.fortiiの出現動向

年次
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マウス試験による毒力 (MU/g・中腸腺)

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間最高

一回 (0) 0.00 (4) 2.00 (4) 4. 50 (5) 1.00 (4) O. 00 (4) 0.30 (4) 4. 50 

-ー(0 ) 0 . 50 (4) 1. 00 (4) 3. 00 (5) 3 . 20 (4) o. 70 (3) ーー (0) 3.20 
)

)

)

)

)

)

)

 

a
4
a
a守

a斗

F
D
句

d

内

正

内

正

(

(

(

(

(

(

(

 

n
U
内

U

《

U

《

U

n

U

F

D

《

u

n
u
a
4
r
D
《

U

a
骨

守

t

p

D

n
U
《

U

n

U

《

u

n

u

n

u

n

u

)

)

)

)

)

)

)

 

r
a
a
4
a
a守

a
4
q
L
内

4

内

正

(

(

(

(

(

(

(

 

nHW
《

HV
内

H
V
F同
》

戸

h
u
p
h
u
内

HV

守

'
'
F
h
u
n
n
u
w
『
，

e

『

，

，

『

，

.

《

HV

《

H
u
w
n
u
w
n
H
V
《

H
V
A
H
V
《

HV
内
，
‘

)

)

)

)

)

)

)

 

a
a
T
a
a
T
F町一
w
内
‘

uv
内
‘

u
内
J
』
内
'
'
』

(

(

(

(

(

(

(

 

n
U
A
U
n
U
内

U

A

U

内

U

内

U

a
4
n
u
a
a守

P
D
n
o
n
U
《

U

内

4U

内

4U
内

，

島

内

H
V
4，
E
4
1・
内
'
'
』

)

)

)

)

)

)

)

 

aa守

aa守

aa守
内

d

-

t

n

t

内

正

(

(

(

(

(

(

(

 

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
 

aa守
内

t

A

U

内

t

r

D

n

u

n

U

内

d
a
a
T
a
a守

4
1
4
1

勾

L

m
口

)

)

)

)

)

)

)

 

r
E
F
D
F
D
a斗

aa守

aa守

aa守

(

(

(

(

(

(

(

 

r
D
n
U
内

U

n

u

n

u

n

v

n

v

内

t
a
a守
内

U

2

v

n
目

F
D
《

U

内

正

内

d

4

I

n

t

・

-

《

U

4

1

)

)

)

)

)

)

)

 

aa守

aaマ

aa守

a
4
a
a守

aa守

aa守

(

(

(

(

(

(

(

 

n
u
n
U
《

U

n

u

n

u

n

u

n

U

内

d

a

a・

n
u
n
U
P
D
a
a守
内

U

《

u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U

)

)

)

)

)

)

)

 

aa守

aa守

a
4
a斗
勾

d
E
D
a
a守

(

(

(

(

(

(

(

 

《

u

n

U

《

U

A

U

A

U

n

u

n

U

A
U

弓

d
n
U
A
U
p
n
v
a
a守
内

d

AHW
《

H
v
n
H
V
《

H
U
W
A
H
M
内

H
v
n
H
W

の

£

内

d
a
aマ

F
3
8
D
句

t

n
目

白
D

n

E

n

o

n

E

n
目

白

白

内

百

《

WM
《

w
u
n凶
M
A
u
u
n
u
u
n
u
w
n凶
M

1

1

1

1

1

1

1

 

3.40 

4.20 

4.0。
2.30 

1.80 

2.00 

6.00 

寝

n
u
n
u
n
u
n
U
内

U

A

U

A

u

n

U

内

d

F

D

4

1

n

υ

a
斗

rRM
《

H
V
F町一
V
《

HV
《

H
u
w
n
H
V
《

H
v
n
n
v
『
，

a
n
n
u
w
守

'
'
n
n
v
内

nU

4
1
F
D
4
1
4
l
'
1

内

正

内

d

十

l
n
U
4
l
A
U
A
U
n
u

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

 

4
2
内

正

内

d

・

l

内

t

n

t

q

t

内

d

q

d

内

d
a
4
a
a守

aa守

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

 

n
U
内

U

《

U

内

U

内

U

n

u

n

u

n

u

n

U

R

U
《

U

内

U

n

U

内

AM
《

H
v
n
h
u
n
H
M

内
‘

u
n
H
v
p
h
u
w
n
H
u
n
H
V
内
側

u
n
H
v
n
H》
《

Hv

n
U
内

U

n

u

《

U

《

U
n
u
n
u
n
u
n
U
4
1
n
U
《

U

A

U

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

 

4
1
内

d

q

d

内

t

n

L

司

d

q

d

内

正

内

d
R
V
F
D
a
a守

aa守

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

 

《

HV
《

H
V
F
h
u
《

HV
《

H
v
n
H
v
n
H
V
《

HV
内

ι
u
w
a
a守

AHV
《

H
u
n
H
u

a
a
T
P
D
守

f

n

U

F

D

n

u

e

ロ
ハ
U

守

I

n

D

A

U

A

U

A

U

n
u
n
U
A
U
内

U

n

u

-

-

n

U

A

U
《

U

n

w

《

U

内

U

《

U

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

 

勾

4

内

正

司

正

内

正

内

正

内

正

崎

正

内

t
a
a守

aa守

a斗

w
D
P
D

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

 

《

HM
《

HV
《

H
v
n
H
V
《

H
v
n
H
v
n
H
U
内

HV
《

HV
内
‘

u
A
H
v
n
H
w
n
H
V

E
D
R
v
r
E
P
D
n
u
n
u
n
u
n司

A
U
a
a守

n
u
n
u
n
U

4
E
-
n
H
M
4
E・

n
H
M
4
E・

4s・
内

，

ι
n
H
v
n
u
u
・
4
E
-
A
H
v
n
H
v
n
H
V

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

 

内

正

内

t

内

t

q

d

勾

正

内

t

n

t

内

正

内

4
R
u
a
q
a
a
T
a
a守

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

 

n
U
A
U

《

U
r
a
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U

マ
t

4

1

n

u

a

4

n
U
A
U
F
D
守

l

n

u

n

u

n

U

作

O

A

U

R

U

噌

1

仰

D

e

0

4
1
n
D
4
1
n
U
4
1

内

正

内

d

4

l

A

U

《

U

n

U

《

u

n

U

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

 

aa守

aa守

aa守
内

d

q

d

n

t

a
斗

内

d

内

t
a
4
r
D
P
D
a
aマ

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

 

《

HV
《

H
u
n
H
W
《

HV
内

H
V
A
H
V
《

HV
『
，

E
A
H
U
A
H
u
n
u
u
《

HV
内

Hu

r
a
n
u
r
D
n
u
n
U
内

d

《

U
a
a守

n
U
《

U

e

o

n

u

n

U

4
1
内

d

‘1
4

1

4

1

n

U

内

t

n

u

n

U

向

U

A

U

n

U

A

U

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

 

内

d
a
aマ

aaT

内

d
a
a守

p
a
内

t

r

D

内

d
a
a守

a斗

aaマ

aa守

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

 

n
U
《

U

n

u

n

u

n

U

内

U

n

U

《

u

n

U

《

U
A
U
a
a守

n
U

0

5

4

0

5

0

4

0

0

0

0

4

0

 

-

-

-

-

-

-

-

-

n
u
n
u
n
u
n
U
《

U

n

U

《

U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

 

a
q
a斗

a斗

rhu
内

d

内

d
a
4
a
a守

aa守

F
D
r
B
a
a守

a斗

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

 

《

u

n

w

n

U

《

U

A

u

n

U

《

国

内

u

n

U

内

B

A

U

《

U

A

U

刊

a
n
o
n
u
a
4
a
aマ
《

U
q
d
n
u
n
u
a
a守

n
u
n
U
《

U

《

H
v
n
H
V
内

HHV
肉

H
V
A
H
v
n
H
U
A
H
v
n
H
v
n
H
U
《

HHW
《

H
H
v
n
H
U
A
H
U

内

司

n
V
4
1

内

正

弓

d
a
a守

F
D
P
O
守

t

n

u

n

E

n

u

‘

l

n
E
n
E
n
E
n司
ハ

ヨ

向

田

内

国

内

田

内

宮

内

国

内

田

《

U

内

U

n
E
n
E
A
E
n
B
n司
内

宮

内

司

n
B
nヨ

n冒
《

宮

内

U

A

U

-
-
4
1
4
1
4
1

・

1

4

1

4

1

4

1

・

1

‘

l

4

1

内

正

内

正

3月

o (1) 
10 (2) 

10 (3) 

15 (5) 

10 (4) 

10 (5) 

5 (3) 

30 (5) 

5 (4) 

D.fortii出現密度(cells/L) 

4月 5月 6月 7月 8月

60 (4) 1170 (4) 1630 (5) 275 (4) 10 (4) 

60 (4) 340 (4) 2640 (5) 995 (4) 25 (4) 

55 (4) 1110 (5) 3100 (4) 5610 (4) 

165 (4) 1570 (5) 1815 (4) 515 (.4) 

5 (4) 1175 (5) 365 (4) 145 (5) 

25 (4) 1410 (4) 450 (3) 55 (3) 

50 (4) 580 (4) 2195 (2) 215 (3) 

15 (4) 60 (4) 545 (2) 110 (2) 

35 (4) 1515 (4) 300 (2) 460 (2) 

30 (5) 

30 (5) 

5 (4) 

10 (4) 

40 (2) 

45 (2) 

10 (2) 

E
町

田

《

U

A

U

ヨ
n-
内

d

a
斗

最
一
一

ω
お

間』
期

一

)

)

-
r
D
a斗

司
ニ
n
u
r
D

E
r
-
4
l
a
a守

q》

15 (4) 

20 (4) 

45 (4) 

o (5) 
o (3) 
5 (2) 

o (2) 

5610 

1815 

1175 

1410 

2195 

545 

1515 

15 (4) 60 (4) 690 (4) 640 (2) 500 (2) 5 (1) 80 (1) 690 

15 (4) 50 (4) 645 (4) 1650 (2) 5 (3) 55 (3) 20 (2) 1650 

15 (4) 

65 (5) 

25 (5) 

20 (3) 

45 (4) 

45 (4) 

15 (4) 

105 (5) 

25 (5) 

20 (4) 

5 (4) 

50 (4) 545 (4) 290 (2) 45 (2) 

95 (4) 290 (4) 375 (3) 40 (2) 

20 (4) 590 (3) 220 (2) 150 (3) 

55 (5) 215 (4) 215 (2) 165 (2) 

30 (4) 1505 (4) 1180 (2) 1680 (2) 

25 (4) 400 (4) 120 (2) 310 (2) 

40 (2) 40 (2) 65 (2) 65 (4) 

60 (1) 45 (1) 75 (1) 50 (1) 

20 (3) 

40 (2) 

35 (2) 

90 (3) 

25 (3) 

40 (2) 

20 (3) 

30 (1) 

10 (3) 

5 (1) 

10 (4) 

50 (2) 

60 (2) 

30 (3) 

35 (3) 

30 (3) 

10 (4) 205 (5) 530 (4) 

30 (4) 130 (4) 405 (4) 

80 (4) 170 (5) 50 (4) 

25 (4) 75 (5) 5 (4) 

30 (5) 15 (4) 30 (4) 

25 (5) 65 (4) 30 (4) 

r
3
r
D
n
u
r
D
n
U
A
U
F
D
R
M
《

u

r

D

n

u

aa守
『

，

・

内

U
J
V
4
E
-
n
M
M
n
H
u
n
n
v
《

HV
内
《

U
《

HV
『
，

e

5

3

5

2

6

4

1

5

4

1

 

ー

1980-2001年の統計

(平均) 0.19 0.20 

(最高) 0.50 0.6Q 

(最低) 0.00 0.00 

0.30 

1.65 

0.0。
2.51 

6.00 

0.60 

1. 21 

3.40 

0.0。
2.24 

6.00 

0.0。
1. 32 

3.40 

0.0。
0.55 

2.00 

0.0。
23 

105 

0 

49 

165 

5 

655 

1570 

40 

521 

5610 

5 

qAV
《

HU
「
内

u

q
d
n冒

毒力，出現密度の値はいずれも月別の最高値， ()内は月内の調査回数を示す.

毒カの試験結果が範囲で表された場合には，その下限値を採用している.なお， 1996年5月からのマウス棋験は可食部基準で行われているため，

検出限界未満 (0.05MU/9来満)の場合の中腸腺の毒カは不明である.この表では便宜的に0.00としている.

857 

3100 

50 

a
a
T
n
U
《

U

勺

4

0

0

1228 

5610 

65 



年次

付表3-21980年以降の陸奥湾東部海域(東湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒化状況とD.fortiiの出現動向
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100 (5) 110 (4) 

10 (5) 10 (4) 

20 (4) 180 (5) 140 (4) 255 (5) 110 (3) 

15 (5) 565 (4) 85 (4) 100 (5) 20 (4) 

7425 

455 

1805 

470 

4685 

1510 

2440 

2545 

85 

320 

310 

770 

600 

1170 

2035 

205 

255 

565 

30 (4) 25 (4) 55 (5) 780 (4) 115 (5) 80 (3) 85 (4) 780 

10 (4) 15 (4) 35 (5) 105 (4) 50 (5) 120 (4) 35 (4) 120 

28 

115 

5 

42 

310 

0 

125 

690 

15 

880 

4430 

75 

1372 

7425 

50 

508 

5850 

20 

46 

180 

0 

1980-2001年の統計

(平均) 0.35 0.36 

(最高) 0.75 0.75 

(最低) 0.00 0.00 

0.60 

3.00 

0.0。
2.54 

8.00 

0.0。
0.38 

1.00 

0.0。
1. 76 

5.00 

0.00 

2.23 

8.00 

0.0。
1. 21 

6.00 

0.0。
1609 

7425 

85 

毒力，出現密度の値は月別の最高値， ()内は月内の調査回数を示す.

毒力の試験結果が範囲で表された場合には，その下隈値を採用している.なお， 1996年5月からのマウス試験は可食部基準で行われているため，

検出限界来満 (0.05MU/g来満)の場合の中腸腺の毒カは不明である.この表では便宜的に0.00としている.



付表4 1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの下痢性貝毒による出荷規制状況

養殖ホタテ万イ 語まきホタテガイ
年次 規制開始臼規制解除日規制回数 最高毒力 規制開始時 規制開始日規制解除目規制回数 最高毒カ 規制開始時

(日) (MUill中腸腺) の毒化海域 (目) (MU/g中腸腺)の毒化海埠
1978 06/30 08/25 56 5.0.....8.3 06/30 08/25 56 0.5.....1.0 
1979 05/09 09/01 115 1.0 -一一 一一ー 0 
1980 05/17 10/10 146 4.5 酉湾 06/05 09/10 97 

1981 04/30 10/02 155 5.0 酉湾 04/30 09/12 135 
1982 03/25 10/07 196 4.2 不明 03/25 09/24 183 

1983 03/26 10/08 196 4.2 東湾 05/17 09/12 118 

1984 05/05 11/01 180 4.0 西湾 05/17 09/14 120 

1985 05/22 09/28 129 2.3 東湾 06/10 09/14 96 

1986 03/29 11/01 217 . 4.0 東湾 04/11 10/17 189 
1987 03/12 10/31 233 5.0 東湾 05/09 10/31 175 

1988 03/26 12/27 276 8.0 東湾 05/19 11/24 189 
1989 03/16 10/23 221 5.0 東湾 05/12 10/23 164 

1990 03/09 09/07 182 6.0 東湾 .05/24 08/10 78 

1991 03/23 09/21 182 1.5 東湾 05/11 09/06 118 
1992 04/01 09/04 156 1.0 東湾 06/11 08/11 61 

1993 03/19 10/01 196 1.5 東湾 04/12 10/12 135 
1994 04/08 09/16 161 2.0.....3.0 東湾 06/02 09/19 109 
1995 03/24 09/18 178 5.0.....ω 西湾・東湾 06/22 09/18 88 
1996 05/22 10/04 135 1.6.....2.4 酉湾・東湾 07/11 09/13 64 
1997 04/09 09/12 128 0.73.....1.45 (1)東湾、(2)酉湾事2 04/09 07/16 98 
1998 04/02 10108 134 1.65.....3.29 (1).....(4)西湾時 ー一一 一一ー 0 
1999 05/27 08/19 84 ， 1.30.....2.60 (1)西部、(2)東部 *4 ーーー ー一一 0 
2000 04/27 07/21 91 1.20.....2.40 (1)(2)西部、(3)東部時 一回一 ー一一 0 
2001 06/15 08/02 48 0.64.....1.30 西部 ー一一ー 一一- 0 
1978-2001年の統計
平均 04/17 09/26 06/06 

最早(最短) 03/09 07/27 02/17 

量遅(最長) 06/30 12/27 10/02 

申11993年の地まき貝は4/12.....7/16、8/27.....10/12の2回規制されている。
申21997年の養殖貝は4/9.....7/24、8/21.....9112の2固規制されている。
ホ31998年の養殖貝は4/2.....518、6/11.....7/17、7/31.....9/4、9/11.....10/8の4回規制されている。
叫 1999年の養殖貝は5/27.....7129、6/3.....8119の2回規制されている。
申520∞年の養殖貝は4/27.....5/18、6/8.....7127、6/15.....7/27の3国規制されている。

1998年12月の生産海域区分の見直しにより、 1999年以降の出荷自主規制は西部海域と東部海域の2海域に区分されている。表に示した養殖貝規制開始日と解除
目は、陸奥着全体を1海域とした場合の最初の規制開始日と最終解除目であり、規制回数はその期間を合算したものである。
規制開始時の毒化海域については、単一の海場の場合はその海域名を、両方の場合は酉湾・東湾のように示し、また規制が複数回の場合には1回目を(1)と表し、そ
の規制開始時の海域名を続けて記載している。なお、便宜的に酉湾と西部、東君と東部はそれぞれ同一海峨を表す呼称として扱っている。
1998年以降の地まきホタテガイの貝毒検査は東部海域のみで行っている。
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